


























































This essay clarified the body on the discourse of the personal health care between the late 16th
 
century and early 18th century examining the concept of Ki and Yin-Yan and the five elements the-
ory. The aim of yojo was to circulate ki through the body sufficiently. Ki is the essential concept
 
in the traditional cosmology of the Chinese philosophy. Ki was not only energy but also substance.
It also create any living thing. The concept of ki enabled the continuity of the cosmos and the body
 
in Yojo. The cosmos and the body had the same structure. Emotion cannot be divided from Ki.Ki
 
had the movement system：Yin-Yang and the Five Movements. Yin-Yang especially explained the
 
creating living thing and the change of seasons. Five Movements was used for explaining the yin
 
organs in many cases. The yin organs had correspondence to seasons, tastes and emotions,which
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五味トモニ胃ノ腑ニ直ニ入テ…胃ノ腑ハ瓶ノコトクニ
ナリテ食物ヲムシトロカシテ、脾ノ臓ヘ五味ノ氣ヲノ
ボラスレバ、脾ノ臓ガ請取テ、辛ヲハ肺ヘ渡シ、酸ヲ
ハ肝ヘ渡シ、鹹ヲハ腎ヘ渡シ、苦ヲハ心ヘ渡シ、甘ヲ
ハ脾ニトトムル也??。
五味は季節にも対応することになる。季節に対応し
た五味が示されている箇所を『骨董録』から引いてみ
よう。
四季の本味あり。春は酸。夏は苦。春をなぜに酸とは
したそ、春は暖氣也。物の味、暖氣によりて酸くなる。
夏は火也。火にこがせば、砂糖甘草もにがく成る也。
秋は辛。冬は鹹。秋は散氣也、辛はちらす性也。冬は
なせに鹹と云ぞ、冬は水也。天下の水、海に入て鹹く
なる。心肝肺脾の四臓ともに、水なきことあたはざれ
とも、皆腎にあつまりて、しははゆき事海水のこと
し??。
『骨董録』でのそれぞれの対応関係は、春―酸、夏
―苦、秋―辛、冬―鹹となる。先の五臓と季節との対
応関係をさらに加えてみると、次のようになるだろう。
春―酸―肝
夏―苦―心
秋―辛―肺
冬―鹹―腎
土用は、春・夏・秋・冬の間の18日間に対応する。
土用はすべての季節と通じる。つまり、春→土用→夏
→土用→秋→土用→冬→土用と変化するわけである。
脾の機能は胃と一体となって、他の臓を養うのは、脾
がすべての季節に通じる土用に対応しているからであ
る。
五臓はまた精神的なものとも結びつている。喜、怒、
憂、思、悲、恐、驚の七情は、五臓および心包絡、膽
をつかさどるとされる。精神的なありようも、また「気」
によって把握されるのである。七情も「気」のありか
たの現れでもあり、「気」の動きをもたらすものでもあ
る。五臓についての言及がなされなくとも、養生論に
おいて「心」の持ちようや「和合和順」が求められる
のは、こうした身体把握に通じている。では感情は、
「気」の流れにいかに作用するのか。沢庵『骨董録』
は次のように述べている。「喜も過れは、正氣ちつて虚
耗の病をなす。怒驚いつれも此三は、七情の内にては、
正氣をちらして虚の病をなす」??。喜び、怒り、驚きの
三つは、身体内の「気」を散らして虚ろな状態にして
しまう。養生においては「気」のめぐりが求められる
が、「気」が分散してしまっては、順調にはめぐること
ができないのであり、結果として「虚の病」となるの
である。憂い、思い、悲しみ、恐れの感情に関しては
どうか。「物うれひし、物おもひし、かなしみ、おそれ
る、此四つは、何れも気むすほれ、血とじて、欝の病
をなす」??。憂い、思い、悲しみ、恐れの四つは、「気」
を凝縮させ、「気」と結びついている血の流れを閉じ欝
した状態にしてしまい、「欝の病」をつくることになる。
貝原益軒も『黄帝内経素門』を引いて次のように述べ
ている。「怒れば気上る、喜べば気緩まる。悲しめば気
消ゆ。恐るれば気めぐらず。寒ければ気とづ。暑けれ
ば気泄る。驚けば気乱る。労すれは気へる。思へば気
結る」??といへり。沢庵と益軒の記述から、感情と「気」
の流れのありようを図式化すると次のようになる。
感情 「気」の流れ
喜 → 散る、緩む
怒 → 散る、上る
驚 → 散らす、乱れ
憂 → 凝縮、
思 → 凝縮、詰まる
悲 → 凝縮、消える
恐 → 凝縮、めぐらず
「七情」と表される七つの感情と五臓との対応関係
はどうか。香月牛山『養老必用養草』における喜と心
の対応を見てみよう。喜びは心楽しませるようである
が、過ぎると逆に元気をへらすことにもなる。喜は（五
臓の）心をやぶり、「気」を緩ませてしまうことを、『黄
帝内経素門』からの記述により述べている。
喜の情は心の主る所なり…みだりに笑ひののしりなど
する事は、その時は心を楽しむるに似たれどもかへり
てとぼしき元気をへらす、素門に喜ときは心を傷ると、
又喜ときは気緩まるといへり??。
『人養問答』における感情と五臓との対応は次のよ
うに記述されている。
怒しげければ肝氣たかぶり脾土を し、思慮多ければ
脾を傷り腎水衰へ、憂悲多ければ肺を傷り、恐る事ふ
かければ腎をやぶりて病を生ず、喜びわらふ事しげけ
れば心火たかぶり??。
他の箇所でも「怒の情は肝の主る所なり」??と述べて
られているように、怒りは肝に対応する。肝を傷ける
ため、怒はおさえることが求められる。貝原益軒『養
生訓』にも、「怒をおさえて肝気を養ふ」??と登場する。
憂いは肺に対応する。「憂の情は肺の主る所なり…憂て
は肺を傷る、又憂るときは気聚るといへり」??。沢庵『骨
董録』同様、憂いは、一所に「気」を集めるものであ
り、そのため「気」が滞りがちとなるとされている。
思は脾に関わる。『老人必用養草』の記述はこうである。
「思の情は脾の主る所なり、年老いては氣とぼし、物
気めぐる身体
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を思慮する事よろしからず、素門にも思ときは気詰る
といへり」??。思いは脾に対応し、「気」を収縮させて
しまうとされる。脾は五味をほかの臓腑へ配る役割を
もつため、「食事思慮すれば、食消しがたし」??とされ、
食事の際に思をめぐらすことは消化に良くないことに
なる。悲は心包絡に対応する??。「悲の情は心 絡に主
る所なり、年老ては気弱くして憂にだにも堪がたし、
悲はまた憂よりも氣をけづる事倍せり」??。悲は憂より
も「気」を消耗させてしまうことが多いとされている。
「恐の情は腎の主る所なり」。恐れは腎に対応する。「驚
の情は膽の主る所なり」驚きは膽に対応する。これま
で確認してきた感情と臓腑の対応関係を図式化すると
次のようになる。
感情 臓腑
喜 → 心
怒 → 肝
驚 → 膽
憂 → 肺
思 → 脾
悲 → 心包絡
恐 → 腎
近世の養生論において陰陽・五行の規則が適用され
た季節、五味、五臓、七情の把握は、その正確性はと
もかくとして、「気」の順調なめぐりを目指す養生に
とって前提となるものだった。
おわりに
近世前期の養生論において、陰陽・五行の「気」の
運行上の規則がいかに具体的に展開されているのかを
再構成してみた。その中でも、沢庵『医説』及び『骨
董録』は、とりわけ、陰陽・五行を解説するかたちを
取りながら、具体的に養生に適用しようとしている。
ただし、養生には運気論における陰陽・五行の機序の
説明は、それほど必要なかった??。というのは、江戸時
代の養生論、特に17世紀後半以降は、朱子学や道教と
いった中国思想の素養を身につけた一部の知識人や有
力武士階層に限定されることなく、現実的な広がりは
別にして、一般の人々にその知識と実践が広がること
が望まれたからである。養生書は日常的実践的な生活
規範の書であった。そうした書物においては、陰陽五
行の「気」の運行についての詳しい説明は不用であり、
具体的な方法を説く方が望ましかった。しかし、それ
でも養生が「気」を養いめぐらすことであることには
違いなかった。季節ごとの対処や心の持ちようが、養
生において可能なのは、万物を生成する「気」が身体
をめぐっているという前提ゆえのことだった。
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